














研究計画 

 先年度の研究で,愛情遮断性小人症の成長ホルモン分泌は低下している例が多いこと,環

境改善ないしは精神的情緒的状態の改善に伴い成長の促進と成長ホルモン分泌能の改善が

みられることなどを研究,報告した。そこで,本症の成長ホルモン分泌低下のメカニズムに

ついて,特に脳内アミンとの関連を中心に研究を行い,また他の脳下垂体ホルモン分泌能に

ついても検討を加え,最後に本症の成長障害発現と精神的抑圧との関係について考察を加

える計画をたてた。 


